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課題 必要なこと

いい
ところ

いい
ところ
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ワークショップ アウトプットイメージ

IC周辺で期待される民間企業・サービス・取組み

いい
ところ

/01Step

第1回

/02Step

第2回

/03Step

第2回

南アルプス市（全体）がもっている固有の価値

地域の課題解決や魅力向上に資する

IC周辺の土地利用（開発）の方向性
本WSのアウトプット

市の価値を

伸ばしていく、継承していく上での



ワークショップ

南アルプス市のいいもの
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ワークショップ 「南アルプス市のいいもの」 テキストマイニング
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ワークショップ 「南アルプス市のいいもの」 整理

豊かな自然（山、川） 23

豊かな自然（きれいな水、空気、気候） 18

豊かな自然（景色の良さ） 20

人の良さ（優しさ・面白さ）・市民活動の活発さ 28

果物、野菜、お米など農作物のおいしさ 26

生活利便性や住みやすいさ
（買い物、道や土地が広くのんびりできる）

19

充実している子育て支援 18

身近にある歴史・文化（寺、神社、遺跡、お祭り、音楽） 16

都心や長野、静岡からのアクセス性 8

災害の少なさ 4
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ワークショップ

IC周辺

広域

行
政

民
間

総合計画等で検討

参入企業に解決を期待すること

効果で解決を期待すること

行政が解決すべきこと

ワークシートを作成する上での視点

IC周辺を起点に広域的な

例－稼ぐ・雇用・買い物・学び

例－脱炭素・エネルギー
・農業への波及

例－学校教育・医療機関

例－インフラ環境・公共交通

・・

直接的

間接的



ワークショップ 「市の価値を伸ばしていく、継承していく上での【課題と必要なこと】」 抜粋

課題 必要なこと

人口減・都会の人との交流 人のスムーズな動き（都心の本社機能移転とそれに伴う住宅の整備）
他県からの移住者向けサービス（賃貸など）

20代の転出が多い・働く環境がない
人材育成
女性や障害者が働く環境
1人世帯の高齢者が多い

若者が学んだ知識や技術を活かし、キャリアを積める多種多様な職種
リスキリング（プログラミングなど）
心理的仕組み・多種多様な働きやすい職場・福祉雇用の増加
お年寄りも働ける環境づくり（能力の提供・移動サポート）・サービス提供

店舗数が少ない 地元民が出店しやすい・地元の人々が喜び、常に行ける
（簡易な手続き・少ない資金・コンテナ店舗）

更なる娯楽・教育、知名度向上 スポーツ（例：MTB等）・Eスポーツ・フルーツを楽しめる

農業の入口がわからない・後継者不足
農業機械置場や作業場がない・機械の借用が大変
営農地がない・農業が個人任せ
IT技術者が少ない

マッチングさせる仕組み
レンタル倉庫や情報交換スペース・農作物の加工工場
情報管理（農地ハザードマップ）・優良農地は開発しない
スマート農業開発・技術者

稼げる産業基盤の構築 企業と農業などの既存産業との連携

車社会・交通渋滞 拡幅や迂回路増設・IC周辺とその離れたところの区別
公共交通・便利なタクシー・自動運転
交通利便性を活かしたサテライトオフィス・観光MaaS

自然との共存共栄・統制の取れない開発・整理 明確なまちのビジョン・自然や歴史等の周辺環境や文化と調和した開発
（自然に対応した美しい建物・表示・食事・グランドデザイン・ルール）
脱炭素産業・再生可能エネルギーの活用・木造建築

歴史・文化の継承・後継者不足
アートなど多様性に触れる機会不足

歴史・文化を身近に感じられる場・人々との交流・周知や理解促進
歴史や文化、地域産業の特色を活かした事業づくり（観光資源活用等）

子育てしやすい環境
子どもの頃から気づき、発信できる力
子どもが遊ぶ・歩くには、暗い・人もいない

子育て世代間や家族以外とコミュニケ―ションが取れるスペース
学校とは違う学びの場
防犯カメラの設置・子供向け民間サービス（見守りや送り迎え）
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南アルプス市の

いいところ
期待される民間企業
・サービス・取組み

検討
対象

南アルプス市総合計画、都市計画マスタープランなどによる検討

土地利用の基本方針
（コンセプト）の検討

テーマ設定
参入企業との連携による
新たな取組み、効果（アウトカム）など

土地利用計画の検討導入施設のイメージなど

提言・反映

情
報
提
供
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本地区で実現したい未来の姿を参入企業にアピール

【国・県などによる新た動き】
デジタル田園都市国家構想

【基本方針】
地方に仕事をつくる
人の流れをつくる

魅力的な地域をつくる
など

スマートシティ
【基本理念】

ビジョン・課題フォーカス
分野間・都市連携の重視

など

やまなし水素エネルギー社会実
現ロードマップ
【基本理念】

本県の特性を活かした水素
エネルギー社会の実現

未来ビジョン（将来像）の作成
クロスSWOT分析
イメージ図 など

2．委員会における主な検討

IC周辺検討対象外1．ワークショップによるアイデア出し

反映

市の価値を

伸ばしていく、
継承していく上で

高度活用計画の検討フロー

【企業の先進的な取組み事例】

情
報
提
供
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クロスSWOT分析による整備の基本的な考え方

Strength（強み）×Opportunity（機会）

Strength   (強み) Weakness (弱み)

•ロボット、AI、IoT等の先端技術を活用し
た農業振興、自動化等による人材不足の
解消

•カーボンニュートラルをはじめとする
SDGsへの対応やまちづくりのビジョンの
共有による地権者の理解促進

•新たな農業支援サービスの導入による農
業の効率化・高付加価値化の実現

O
p

p
o

rtu
n

ity
(

機
会)

Th
re

at   (

脅
威)

• リニア中央新幹線や中部横断道開通により、広
域的な移動利便性を活かした集客への期待

• 豊かな自然環境を活かしたカーボンオフセット
による持続可能な産業の創出

• 社会情勢や働き方、価値観の変化（テレワーク、
移住・二地域居住等）による企業ニーズへの対
応

• ロボット、AI、IoT等の先端技術の発展、自動運
転やMaaSの普及を踏まえた、新たな土地利用
（集客・交流系、居住系、工業系）への対応

•住宅等の開発需要を受け入れるための新
たな土地利用や隣接する既成市街地との
連携

•新たな感染症などの社会リスクを軽減す
る職住近接のゆとりあるまちづくり

•県内外の産業用地との競合はあるものの、
県内外への移動利便性が高く、災害リス
クが低いことを活かした企業誘致

Strength（強み）×Threat（脅威）

Weakness（弱み）×Opportunity（機会）

Weakness（弱み）×Threat（脅威）

•行動制限などの社会リスクにより、イン
バウンド等が見込めにくい中でも、市の
魅力向上あるいは集客できる土地利用の
促進

•インフラ整備や地権者との合意形成、土
地利用の見直しなど、整備の推進に向け
た市の将来都市構造の整理
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高度活用計画の概要案（全体像）

理念

目指すべき姿

実現のための

方向性

計画

知識集約型
の新たな
働く機会の

創出

子育てに
やさしい
まちの創出

移住促進に
向けた新た
なサービス
の提供

新たな農業
支援サービ
スの導入

安全・安心
に暮らすた
めの防災・
防犯機能の

創出

生涯にわた
り働きがい
のある雇用
機会の創出

安全・安心
な移動手段
の確保

地域資源を
活かした
多様な学び
や体験の機
会の創出

地域の自然
環境と調和
した開発

【例】
社会実験ﾌｨｰﾙﾄﾞ

【例】
J-ｸﾚｼﾞｯﾄ

【例】
多様な就業機会

【例】
ｼｪｱｵﾌｨｽ

【例】
農業支援ｻｰﾋﾞｽ

【例】
えるぼし認定

【例】
ﾘｽｷﾘﾝｸﾞ

【例】
子育て支援ｻｰﾋﾞｽ

【例】
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

【例】
モビリティ

【例】
ﾌｧｸﾄﾘｰﾐｭｰｼﾞｱﾑ

【例】
企業版ふるさと

納税

第4回会議にて具体的に検討予定

参入企業（製造・エネルギー・物流・食品・IT・健康・教育・・・）によるサービスの提供

参入企業による

税収UP
人口増加

【例】
防災・BCP

これからは南アルプス！ －地域を軸とした新たな「豊かさ」好循環の創造拠点－

地域の課題解決と

魅力向上に資する

土地活用方針

市全体

IC地区

地域が美しくなる 地域の価値が生まれる暮らしが楽しくなる 誰もがチャレンジできる人が集まる・つなげる

地域の歴
史・文化を
活かした
地域振興

【環境】
地域が美しくなる

【経済】地域の価値が生まれる

【社会】暮らしが楽しくなる【人】誰もがチャレンジできる

【関係】人が集まる・つなげる

「豊かさ」の好循環
を生み出す
原動力

集客・交流
する拠点整
備事業との

連携

参入企業と
地域との連
携機会の創

出
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IC地区が目指すべき姿

地域の美しさを大切にしていること

地域の自然を守る、地域の農業を活かす、歴史や文化を継承するという想いの醸成（地域の愛着・誇りの醸成など）

多様な人々とつながることができること

お互いの価値観を尊重すること、ひとり一人の特性を活かすこと、お互いが支え合うという価値観の醸成
（多様なコミュニティの創出、ソーシャルキャピタルの形成など）

生涯自分らしく暮らす・働くことができること

ライフステージに応じた多様な暮らし方や働き方が選択できる仕組みづくり（ライフステージにあわせた多様な働く機会の提供など）

新しいことにチャレンジすることができること

地域における新たな活動の展開や新規事業の創発など、ひとり一人の「やってみたい！」が実現できる風通しのよい環境
（主体的に学ぶ、やりたいことが実現できる環境づくりなど）

多様な連携により地域の経済的豊かさを生み出すこと

多様な経済活動による所得の増加を図るとともに、地域内での消費や投資を促すことにより、持続的な地域経済のサイクルを構築

これからは南アルプス！ －地域を軸とした新たな「豊かさ」好循環の創造拠点－

地域資源

社会関係資本

社会環境

人的資本

金融資産

これまでの経済的な豊かさの追求にとどまらず、 「新たな豊かさ」として地域課題の解決や
地域のさらなる魅力の向上という視点を持ち、社会・経済・環境の調和のある発展を目指すことで
「自然と文化が調和した幸せ創造都市*」を実現します。 ＊第2次南アルプス市総合計画 市の将来像

ＩＣ地区が目指すべき姿

「新たな豊かさ」の視点
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IC地区が目指すべき姿

【環境】
地域が

美しくなる

【経済】
地域の価値が
生まれる

【社会】
暮らしが
楽しくなる

【人】
誰もが

チャレンジ
できる

【関係】
人が集まる・
つなげる

移住促進に
向けた新た
なサービス
の提供

知識集約型
の新たな
働く機会の

創出

子育てに
やさしい
まちの創出

地域の歴
史・文化を
活かした
地域振興

集客・交流
する拠点整
備事業との

連携

地域の自然
環境と調和
した開発

生涯にわた
り働きがい
のある雇用
機会の創出

新たな農業
支援サービ
スの導入

安全・安心
な移動手段
の確保

地域資源を
活かした
多様な学び
や体験の機
会の創出

新たな企業が参入することで、
地元事業者と新たなビジネスが生まれる。

新たな企業が参入することで、
様々な生活支援サービスが提供される。

地域が豊かになることで、様々な人が集まる。新たな企業が参入することで、
地域資源が維持・継承される。

市全体への
「豊かさ」の波及効果

多様な人が集まりつながることで、
「やってみよう！」が生まれる。

「豊かさ」の好循環
を生み出す
原動力

地域を軸とした
新たな「豊かさ」好循環を
生み出す仕組み

安全・安心
に暮らすた
めの防災・
防犯機能の

創出

参入企業と
地域との
連携機会の

創出



現状の課題からみた本計画の方向性（概要）

課題（委員会・WS等より） 目指すべき姿 方向性（・必要なこと）

自然との共存共栄
統制の取れない開発・整理

地域の自然環境と調和した開発
• 自然や歴史等の周辺環境や文化と調和したデザインが用いられること
• 再生可能エネルギーやカーボンオフセットなどにより脱炭素社会が実現できること

近年、大規模自然災害の増加
子どもが遊ぶ・歩くには、暗い・人もいない

安全・安心に暮らすための防災・防犯機能の創出
• 災害時に蓄電池のエネルギーや物資の提供を行う災害拠点として整備するなどにより、

災害時に市民の生命・暮らしが確保できること
• デジタル技術を活用した防犯カメラや見守りなど、常時安心した暮らしができること

更なる娯楽・教育、知名度向上 地域資源を活かした多様な学びや体験の機会の創出
• スポーツ、フルーツ狩りなど、多様な学びや体験の機会があること

子育てしやすい環境
子どもの頃から気づき、発信できる力

子育てにやさしいまちの創出
• 育休制度の活用や病児保育、送り迎えなどの子育て支援サービスが充実していること

車社会・交通渋滞 安全・安心な移動手段の確保
• 新たな開発にあわせた道路網が整備されること
• 新たなモビリティや観光MaaSなどにより誰もが快適に移動ができること

人口減・都会の人との交流 移住促進に向けた新たなサービスの提供
• 本社機能移転、テレワークなど移住者の働く場があること
• 住宅や商業施設など、移住者のニーズに合わせたサービスがあること

歴史・文化の継承・後継者不足
アートなど多様性に触れる機会不足

地域の歴史・文化を活かした地域振興
• 歴史・文化などの観光資源につなげられること

稼げる産業基盤の構築 参入企業と地域との連携機会の創出
• お互いの強みを活かした新たな事業創発や取組みの場や機会があること
集客・交流する拠点整備事業との連携
• 「新産業拠点整備事業」との連携によりさらなる集客や交流を生み出すこと

農業の入口がわからない・後継者不足・農業機械
置場や作業場がない・機械の借用が大変・営農地
がない・農業が個人任せ・IT技術者が少ない

新たな農業支援サービスの導入
• レンタル倉庫、農作物の加工工場、情報管理、スマート農業成など、農業を支援する

ための各種サービスがあること

20代の転出が多い・働く環境がない
人材育成
女性や障害者が働く環境
1人世帯の高齢者が多い

知識集約型の新たな雇用・働く機会の創出
• 新たな知識や技術を活かし、キャリアが積める場があること
• いつでも、誰でも知識や技術を習得するための学び直しができること
生涯にわたり働きがいのある雇用機会の創出
• 高齢者、障害者、女性など、誰もが活き活きと働ける場があること 13

【環境】
地域が

美しくなる

【経済】
地域の
価値が
生まれる

【社会】
暮らしが
楽しくなる

【人】
誰もが

チャレンジ
できる

【関係】
人が集まる
・つなげる

5つの目指すべき姿と実現ための11の方向性


